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令和３年度 第８回掛川市総合計画審議会 議事概要 
 

日 時 令和４年１月７日(水) 10:00～11:40 

会 場 掛川市役所４階 会議室１ 
 
■出席者（敬称略） 

No 氏  名 所属 ・ 役職等 
出席

状況 

1 日詰 一幸 国立大学法人 静岡大学 学長 出席 

2 星之内 進 NPO 法人おひさまとまちづくり 理事長 出席 

3 小川 雅子 公益社団法人 大日本報徳社 主事 出席 

4 金嶋 千明 静岡県危機管理部参事兼地震防災センター 所長 出席 

5 鎌塚 優子 国立大学法人 静岡大学 教授 出席 

6 幸田 拓也 
日本電気株式会社 PS ネットワーク事業推進本部  
国内スマートシティグループ 出席 

7 齊藤 奈津子 島田掛川信用金庫 地方創生室 副室長 出席 

8 須藤 みやび 一般財団法人 静岡経済研究所 主任研究員 出席 

9 垂門 涼子 
ソフトバンク株式会社 東海 IoT エンジニアリング本部 
東海 IoT 技術部 部長 出席 

10 長濱 裕作 
ＮＰＯ法人 かけがわランド・バンク 
コミュニティマネージャー 出席 

11 中村 陽子 人・農地プラン 委員 出席 

12 増山  達也 有限責任監査法人トーマツ ディレクター 出席 

13 宮地 紘樹 医療法人社団 綾和会 掛川東病院 院長 出席 

14 村上 文洋 株式会社 三菱総合研究所 主席研究員 出席 

15 守屋 輝年雄 掛川市地区まちづくり協議会連合会  会長 出席 

16 山本 たつ子 社会福祉法人 天竜厚生会 理事長 出席 

17 山本 美鈴 株式会社 山本製作所 専務取締役 出席 
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発言者 発 言 内 容 

１ 開 会 

２ 市長あいさつ 

市長 おはようございます。改めまして、あけましておめでとうございます。 

新年早々ではございますが、第８回総合計画審議会、今年度では４回目になりますが、

お忙しいところ、日詰会長はじめ各委員の皆様にお集まりいただき誠にありがとうござ

います。 

最近、事業再編など様々な動きが、まさにダイナミックに起こっています。自動車業界

は最たるものと思われていますが、我々もいろいろな変化をしていかなければならない

と実感しています。 

本日は、このようなポストコロナ社会の変化を取り入れて議論をいただいた総合計画

案の諮問と、最終案の確認ということになりますが、ここまで議論を積み重ねていただい

たことに感謝申し上げます。 

とりわけ、私が市長に就任してから「チャレンジ」をキーワードに進めていく姿勢につ

いて、それから懸案になっていた人口については、前回の審議会まで議論をいただきまし

た。人口については、2040 年に 11万人維持を目指すということで、これまでより少し下

方修正という形になりますが、実際には社人研の特別な施策をしない推計では 10 万人を

切っていくと言われる中で、11 万人を目指すということはかなり高いハードルであると

思っています。高い目標ではありますが、無理ではないとも思われる中で、変化に対応し

ながらまちづくりを進めていきたいと思っています。そうした意味で、この総合計画は、

今後の掛川市のまちづくりを進めていく上で本当に大事な計画になっていくと思ってい

ます。 

最終の詰めの段階ですので、しっかりご確認をいただきたいと思います。 

そして、本日が委員の皆様にお集まりいただき議論していただく最後の場となります

ので、十分なご意見をいただきたいと思っております。 

皆様よろしくお願いいたします。 

２ 会長あいさつ 

会長 あけましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

久保田市長から話がありましたとおり、本日は８回目ということで、この審議会も

いよいよ大詰めを迎えています。皆様には、新春早々お集まりいただきありがとうご

ざいます。 

私も、本日の出席にあたり皆様にご審議いただく資料を拝見し、これまで皆様にい

ただきましたご意見を、事務局で非常にうまくまとめていただいていると思っていま

す。皆様にお集まりいただき、こうして対面並びにオンラインでのハイブリッドで進

めさせていただいた審議会も本日で最後ということになりますが、非常にうまく取り

まとめられてきたと思っております。まだ、修正した方がよい箇所があるかもしれま

せんので、短い時間ではありますが、今日も忌憚のないご意見をたくさんいただき、

より優れたすばらしいものにしていくことができればと思っております。 

本日も熱心なご審議をよろしくお願いいたします。 

諮問 

司会 久保田市長から当審議会に対して、総合計画の策定について諮問させていただきます。 

市長 第２次掛川市総合計画【ポストコロナ編】改定案について（諮問） 

本市における総合的かつ計画的な行政運営の指針となる第２次掛川市総合計画【ポス

トコロナ編】改定案を策定したので、掛川市総合計画審議会条例第２条の規定により、貴

審議会の意見を求めます。 
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発言者 発 言 内 容 

※別紙諮問書 

議事（１）第２次掛川市総合計画【ポストコロナ編】改定案について 

会長 ただいま久保田市長より、第２次掛川市総合計画【ポストコロナ編】改定案について諮

問を受けましたので、委員の皆様のご審議をお願いいたします。 

それでは議事に入ります。 

第２次掛川市総合計画【ポストコロナ編】改定案について、事務局から説明をお願いし

ます。 

事務局 企画政策課長 資料１ 説明 

会長 今回の改定案につきましては、これまでの審議会で皆様にご検討いただき、貴重なご意

見をいただいたものを取りまとめまして、先ほど久保田市長から諮問を受けた内容とな

っています。本日はこの総合計画の改定案につきまして再度ご検討いただき、次回の審議

会の答申へと取りまとめていきたいと考えています。 

本日は、審議会や議会の皆様のご意見を反映させた改定案の全体につきまして、ご意見

をいただきます。本体そのものは３部構成になっていて、総論、基本構想、基本計画とい

うことでまとめられています。これまで、委員の皆様にはいろいろな形でご意見をいただ

いておりますので、本日は総論、基本構想、基本計画と分けてご意見をいただくというこ

とではなく、全体を通して、再度ご検討いただいた方がいいところ、あるいはこの点につ

いてはもう少し検討が必要ではないかという観点でご意見をいただきたいと思います。 

委員 １点目に、６ページにコロナによって人口減少に転じたとあり、９ページには転出超過

なったとありますが、コロナと人口減少、転出超過との関係が少しわかりにくいと思いま

す。おそらく外国人住民が母国に帰って戻ってこないということだと思いますが、文章に

するかどうかは別として、市の中では正しい理解をしておく必要があると思います。 

 ２点目に、８ページに生産年齢人口についての記述がありますが、気をつけなければい

けないことは、割合と実数で意味が異なるということです。ここでは割合について書かれ

ていて、生産年齢人口割合が減って高齢者の割合が増えると社会保障の関係が難しくな

る、これは正しいです。そして、生産年齢人口の絶対数が減ると、働き手が不足して、産

業活動やさまざまな活動が維持できなくなるという問題があります。今の将来目標人口

ですと、生産年齢人口は、2015 年には６万９千人、2045 年には４万８千人となっていま

す。人口が７割に減る、つまり働き手が３割いなくなり、このままだと単純に考えれば、

10 社のうち３社は立ち行かなくなるというような計算になりますので、絶対数が減ると

いうこともここではきちんと記載しておいた方がいいと思います。 

 ３点目に、10ページや 32 ページに、コロナで日本はデジタル化が進んだということの

記述があり、それは正しいですが、一方で日本のデジタル化の遅れが顕在化したというこ

ともあります。医療だったり教育だったり介護だったり行政だったり、その点もちゃんと

記載したほうがいいのではないかと思います。 

 ４点目に、11 ページに持続可能な社会の記述がありますが、これは人口減少を食い止

めないと持続可能な社会にはなりません。子育て施策等を非常に充実した書き方をして

いますが、まずは人口減少を食い止めることが、持続可能にすることの前提だと思いま

す。 

 ５点目に、16ページと 48～52 ページに、子育て支援に関する非常にさまざまな施策が

書かれていてとても良いことだと思います。これは、総合計画に書かなくてもいいのです

が、今後、少子化対策のさまざまな施策を検討する中で、要因をきちんと明らかにして、

例えば未婚率の上昇に対してどのような対策を打つのか、子供を持ちたくても持てない

人たちに対して不妊治療等々の施策を打つのか、子供を将来３人・４人持ちたい人に対し
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発言者 発 言 内 容 

て経済的な面で持てない場合はどのような施策を打つのか、それぞれ要因に対する施策

を用意していかないと、ただ単に思いついた施策を並べるだけになってしまいます。でき

れば今後、少子化対策実行プランのようなものを別冊でいいので作って検討していくと

良いのではと思いました。その際、子育てだけではなく、就業や介護、貧困など様々な課

題があります。行政側から見ると別の制度なので、あるいは別の部署なので、政策がバラ

バラになりますが、今、厚労省が重層的支援体制整備事業などをやっています。つまり、

住民の視点に立って必要なサービスをパッケージングして提供するということを国も謳

っていますので、今後はそういった取り組みも検討していく必要があると思います。それ

から、23 ページに国の希望出生率 1.80 とすると仮定したということがありますが、希望

出生率は用語としてわかりにくいので、例えば「国が目標として掲げる出生率」としてお

いたほうが良いと思います。また、少子化対策実行プランを作るのであれば、どの施策で

どれだけ出生率が上がるのか、上がることを期待するのかをちゃんと示して、その結果と

して全体で 1.80 になるということがわかるような計画が必要だと思います。それから、

36 ページに目標指数が掲げられていて、2018 年に人口千人当たりの出生数 8.17 を 2024

年に 8.45 にするとなっていますが、これで 2040 年に出生率 1.80 が実現できるのかどう

かというのを内部でしっかりチェックしておく必要があり、そことの整合を取らないと

1.80 という目標が宙に浮いてしまいます。 

それから、33 ページに唐突にラウンドテーブルの絵が出てきますが、ラウンドテーブ

ルの説明がなく、この絵は本当に必要なのか、かえって混乱するのではないかと気になり

ました。 

また、123・124 ページに、行政のＤＸの話が出てきますが、ぜひここに職員のリモー

トワークの推進ということを入れてほしいと思います。窓口対応などがあり、なかなかリ

モートワークしにくい部署があるのは事実ですが、その他の部署でできないことはない

ので、やはり企業だけではなく行政自らのリモートワークの推進が、コロナ対策にしても

必要かと思います。 

最後に、基本的なことですが、書き方の話として、和暦をやめたほうが良いと思いま

す。行政は慣習で和暦を使うことになっていますが、例えば平成 27 年から令和３年の間

に何年経ったかすぐにわかる人はいないと思うので、西暦で全部揃えるべきだと思いま

すし、外国人もその方が分かりやすく、コンピューターもわかりやすいです。また、英数

字を全角で書くのは日本だけなので、英数字は原則半角にした方がよいと私は思ってい

ます。それから、グラフの書き方ですが、グラフの原点は原則０にした方が良いです。特

に棒グラフは途中から始めると読み手に間違ったイメージを与えますので、グラフは正

しく書いたほうが良いと思います。 

市長 たくさんのご意見ありがとうございました。 

コロナによる人口減少の部分ですが、６ページは一番重要な事実認識のところだと思

います。私自身の認識でも、コロナになって、これまでは外国人をはじめとする現役世代

の流入・社会増があり、それが自然減を上回っていたために掛川市の人口は微増していま

したが、コロナになってその流入が減ったために、全体として減少に転じたという理解で

す。コロナになって来日していた方が即座に帰ったかと言われると微妙なところですが、

そもそもあまり移動ができないということがあり、留まった方もそれなりにいたと思い

ますが、一番大きな理由は流入が減ったことだと思っています。そのあたりの数字も確認

しながら、理由のところを記載していくようにしたいと思います。 

ほかのご意見についても適宜対応してまいります。 

会長 人口の側面と少子化対策についてご指摘がありましたが、その点について市から何か
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発言者 発 言 内 容 

ありますか。 

子ども 

希望部長 

子育て施策についてですが、これをやるからこれが解消される、それによって出生率が

何ポイントぐらいアップを図れるといった、そのあたりの集計をまとめた中で、今回示さ

れた11万人の維持というものが理由付けできるような形に積み上げができればと思って

います。 

また、ご指摘いただいた点につきましても整理して検討して参ります。すぐにこれがこ

れというのが難しい点もありますし、コロナも今年どうなるのか、来年どうなるのかその

あたりも考えなければなりません。外国人の雇用がカットされて、就労できなくて保育へ

預ける人が少なくなったということもありますので、そのあたりは、景気の回復に伴って

雇用が回復し、しっかり８時間労働の方が増えてくれば保育ニーズも上がってくると考

えています。まだいろいろと動きのあるところですので、正確に判断しながら随時変更し

ていければと思っています。 

企画政策

部長 

ご指摘のありました少子化対策実行プランにつきましては、総合的なプランというも

のを掛川市は持っていませんので、今後、総合計画を推進していく中で、そういったプラ

ンの策定についても検討していきます。 

会長 職員のテレワークについてはいかがですか。 

総務部長 掛川市では特定事業主行動計画が定められており、その中でテレワークの推進を謳っ

ています。まだ具体的な数値目標はありませんが、現在、時差出勤と大東・大須賀支所を

使用したサテライトオフィスを実施しておりますので、テレワークも推進していきたい

と考えています。 

総合計画の中に入れていくかどうかは、働き方改革も行っていくところですので、他の

計画との整合性も取りながら進めていきます。 

委員 行政のリモートワークについてのことなので、おそらく行政ＤＸ推進計画にも書かれ

るのではないかと思います。 

総務部長 特定事業主行動計画は、企業等についてもやっておりますが、掛川市としての計画があ

りますので、ＤＸ推進計画と合わせて整合性を取っていきます。 

委員 参考までに、テレビで流山市のおもしろい取り組みが紹介されていました。駅に保育ス

テーションを設けて、その駅に子供を預けて保護者が出勤し、その保育ステーションから

各保育園にバスで園児を送り届けて、夕方バスで各保育園に迎えに行き、駅の保育ステー

ションに保護者がお迎えに来るという取り組みです。できれば、他の自治体や海外の良い

取り組みを参考に、掛川市の少子化対策実行プランを策定し、全国のモデルになるように

なってくれると良いと思います。流山市は流入も多いのですが、出生率が高まっていま

す。日本全体の人口が減る中で、流入に期待することはできないので、やはり自ら出生率

を高めることが重要だと思いました。 

会長 大変有益なご意見をありがとうございます。 

委員 様々な意見がここまで反映されて、熱量のあるすばらしい計画だと思います。世の中の

変化が大きいので、計画にとらわれず、変化が起きた場合には柔軟に対応するというチャ

レンジもぜひ進めていただきたいと思います。 

122 ページ７-(５)の「現状と課題」に「新たな日常の原動力として、制度や組織の在

り方等をデジタル化に合わせて変革していく、社会全体のＤＸが求められています。」と

書かれていますが、デジタル化に合わせて制度や組織の在り方を変革するのではなく、デ

ジタルを活用してこれからの新しい業務や制度や組織の在り方等を変えていくというこ

とで、デジタル化が目的になっているような文章に見受けられます。それ以外の施策につ
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いては記載されているとおりだと思いますので、デジタルを活用して、制度や組織、業務

の在り方を変革していくという考え方でまとめるのが良いと思いました。 

企画政策

部長 

昨年から、デジタルについては目的と手段の関係は整理をするようにとたびたびご意

見をいただいてきましたので、修正します。 

委員 様々な意見が見事に反映されていて、興味深く拝見させていただきました。 

教育と福祉のところで、52 ページの児童虐待と、55 ページの健康医療課の施策関連に

ついてお話しします。毎回申し上げているとおり、子供の不登校が非常に問題になってお

り、児童虐待も増えています。学校に入学する前からの問題を引きずっていることもあ

り、不安定な保護者の方にずっと同じ保健師がついてサポートをしたり、長期にわたって

学校に入学するまで同じ保健師が支援してきたりいという制度がありますが、不登校の

問題、虐待の問題は、学校に入学する前から深く関わっていて、どうしても行政施策は縦

割りになってしまいますので、そこのつながりがどのようになっているのか、具体的にも

う少し示すことができれば良いと思います。 

それから、今は非常に医療が高度化していますので、障がいを持った子供や小児がんの

サバイバーの子供がすごく増えていますが、ＡＹＡ世代といって思春期の子供たちのケ

アというのがすごく不十分なところもあり、どこが担当でどういった事業を行うのかと

いうことが気になりました。 

委員 学校との連携については、最近では保育園と幼稚園を含めて、子供たちが学校に上がっ

てくる連携を非常に深めているところです。特に掛川市は、幼少連携をとても進めていま

すので、各地域のなかで連携をとっているというのが実状です。 

また、不登校の話ですが、保育園はかなり手厚い親支援や子供支援をしていますが、小

学校に上がると、大半は家庭教育の中の親に責任が委ねられています。育休は長期で３歳

まで、小学校に上がる１年間を休職するようなシステムを作って、親が子供に関わるよう

にしていく、これが親からは非常に喜ばれています。特に、いきなり保育園から小学校に

上がると、環境の違いや保育士と教員の子供への関わり方の違いなどで、子供たちが非常

に混乱することがありますので、そこは手厚く支援していかなければならないと感じて

います。このようなシステムが導入されると、親にとっても、小学校１年生の壁、４年生

の壁、その壁に当たったときに柔軟に対応できる勤務体制にすることで、親が安心して関

わっていけるのではないかと思います。現状ではそうした状態ですが、不登校は非常に問

題になっていて、スクールソーシャルワーカーの配置基準が残念だと思っていて、せっか

く資格があるのに、非常勤などで関われる学校数が非常に多く十分な対応ができないこ

と、また、障がいを持った子供たちを、各障害児の相談支援センターやソーシャルワーカ

ーが連携をとって横軸で支えあう環境を取っていかないと難しいと思っています。 

市長 各委員から、審議会のすばらしいチームプレーの中でご意見をいただきました。 

掛川市も小中の連携、学園化という考えの中で連携をしており、あとは幼稚園から小学

校については、先ほどもお話があったとおり、環境が激変するとき、子供にとって幼稚園

から小学校に上がる小１や中学校に上がる中１、高校に上がる環境の変化の時に、いろい

ろな困難などがきっかけで不登校になることもあると伺っていますので、その辺の一層

の連携やスムーズな接続ができるようにしていきたいと思っています。 

それから、市の保健師等が子育てを巡回、乳児の家庭を保護していくといった取り組み

については、フィンランドの「ネウボラ」のことだと思いますが、最近新聞でも取り上げ

られていて、島田市が採用しています。簡単に言えば、担任の保健師ということで、保健

指導に来る保健師が毎回変わるのではなくて、この家庭はこの人だと担当を決めて同じ



 
7 

発言者 発 言 内 容 

人がいつも来る、そうすることで家庭の方はこの人にとにかく相談すればいいと、部署で

はなく人ということで相談しやすくなるといったことが言われています。 

私ももっと勉強しないといけないと思っていますし、我々もどういったやり方が良い

かということを考えていきたいと思っています。 

教育長 ご指摘いただきました不登校の問題や虐待の問題は、本当に大きな課題だと捉えてお

り、これからの時代を見据えて対応を考えていきたいと思っています。今現在、いろいろ

な手を打っているところで、特に先ほどもお話があったソーシャルワーカーの話ですが、

これについても不足しており、やっと国・県ももっと必要ではないかと、県も来年度は人

を増やしていく予定です。現状配置されているソーシャルワーカーを見ても、スキルの面

でまだ課題があり、十分に園と小中連携ができているかというとそうでもないと感じて

います。進めるにあたっては、行政がある程度主体となって間に入りつなげていくといっ

た役割を持っているところです。今後はそういったソーシャルワーカーも増やしながら、

スキルを上げて対応していきたいと思います。 

それから親の責任の話につきましては、教育委員会としては、そこは親の責任と捉える

のではなく、行政と一緒になって考えていくというスタンスでいます。そのため、家庭子

育て支援、家庭教育支援として、今も支援員を増やしながら、何か相談があれば支援員が

入って親の困りごとや家庭の困りごとに対応していくということで、どちらかというと

ソーシャルワーカーよりも支援員の方が重要な役割を担っていると思います。 

また、いわゆる園、学校、家庭をつなげるガイドブック、園から小学校に上がる段階、

小学校から中学校に上がる段階には様々な困りごとがありますので、それぞれどういっ

た準備が必要かを事細かにまとめたものを作成中です。いろいろな時代の変化に合わせ

ていろいろな困りごとが出てくるかと思いますので、柔軟に対応していきます。 

委員 経済の問題は子供の問題と直結していて、生きて働く力、労働力につながっていきま

す。教育によって掛川市が大きく発展していくと思いますので、私の専門分野から述べさ

せていただきました。 

委員 

 

76 ページの雇用と就業の「現状の課題」に若者について記載があり、多様な雇用の場

の創出と就業支援の２点が挙げられています。市長から事業再編がダイナミックに進ん

でいるとお話がありましたが、今は 70 歳ぐらいまで働くと言われている世の中で、若者

たちの雇用枠が増えていくのか、正規と非正規の問題もあります。昔は１つの会社に長く

いることが善と言われていましたが、私自身も現在３つの仕事をしながら生活していて、

一昔前なら３つも仕事をしないと生活できないのかと言われたかもしれませんが、今は

当たり前になっていますし、複数の仕事も持つということが豊かな生活につながってい

きます。例えば、複数の仕事を持つことに対して、仕事を持ちながらチャレンジすること

に対して後押しするような、応援しているというような、若者に対しての心遣いのような

記載が何かあると、掛川市というのはただ雇用の場の創出や企業誘致をしているのでは

なく、多様な働き方を後押ししている、チャレンジする姿勢を後押しする、複数の仕事を

持つことが決して悪いことではなく豊かな生活につながるということを後押しするよう

な記載があると、若者へのメッセージになると思います。 

市長 おっしゃるとおりで、委員の中にも複数の仕事をお持ちの方がたくさんいらっしゃる

と思います。実際にそのような働き方や生き方というのが増えていますし、事業再編など

がこれからの時代どんどん進んでいくと思います。多くの企業で雇用の確保に非常に苦

労していて、とりわけ掛川市内の製造業はＢtoＢが多いので、高校生など若い方から見る

と、大企業のように知られている会社ではないが、非常に重要な事業をやっている会社が

たくさんあるということが、なかなか伝わっていないということがあります。おそらくマ
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ッチングの話につながると思いますが、そういったことにもつなげていって、働き方はも

ちろん、市内にはいろいろな会社があるということも含めてしっかりと伝えていきたい

と思っています。 

委員 77 ページの「④障がいのある方も働きやすい環境の整備」について、私の会社にも障

がいのある方がいて、入社後は市役所やハローワークからご支援いただけるのですが、期

間が経ってくると、こちらからアプローチをしないということもありますが、だんだんそ

こも薄くなってきます。語弊があるかもしれませんが、障がいのある方は年を取るのが少

し早いように感じていて、いろいろな意味で今までできていたことができなくなるとい

うことがあり、この計画の中に記載するとかではなく、そのあたりの支援やサポートがあ

ったらありがたいと思いました。 

会長 市には、今ご指摘いただきましたことをご検討いただければと思います。 

委員 116 ページの７-(３)「市民、自治組織、市民活動団体等の協働によるまちづくりの推

進」の「現状と課題」の中で、「地域活動への関心が薄くなっており、『自分ごと』として

まちづくりや地域活動に関わる意識を改めて醸成していく必要があります。」とあります

が、キーワードになるのが「自分ごと」で、まちづくりに関わっている方がどれだけいる

かということで、そのベースになるのが生涯学習という概念、あるいは掛川で言えば報徳

の分度・推譲という教えだと思います。特に、地域の防災に関しても、誰かがやってくれ

るだろうということだと自助もつながりませんし、そこを「自分ごと」として地域活動、

自分たちの住むまちをどのように住みよいまちにするのかという「自分ごと」という考え

方が１つのキーワードになるのではないかと思っています。 

生涯学習をどのように醸成していくかが大切だと思います。生涯学習とまちづくりの

関係性をもう少し煮詰めていって、生涯学習はあくまでもサークル活動だけではなく、ま

ちづくりにも関連を持たせる、そのためにはどうやって地域で人材育成を行っていくこ

とがキーワードになるかなと思っています。 

私たちも地域でがんばっていきますので、行政からの支援もよろしくお願いします。 

会長 ぜひ、よろしくお願いします。 

委員 環境分野について、28 ページに戦略の１つとして、(３)に地域循環共生圏という言葉

がキーワードとして出てきます。狙いの１つとして出てきてとても良いことですし、ぜひ

これからやっていかなくてはいけないことだと思っていますが、この言葉が非常にわか

りにくく、中身がどのようなものを指しているか、これから市民に浸透していくという過

程にあるのではと思います。(３)②が、地域循環共生圏の概念を端的に表しているところ

だと思いますが、資源循環と脱炭素化が２つのキーワードで、それが地域循環共生圏とい

う枠組みの中で実現されていくということだと思います。この②が、その下の「脱炭素社

会等の実現による地域循環共生圏の構築」につながっていると思いますが、一方でそれを

具体化した 68 ページの３-(１)のタイトルの手段と目的が逆になっていますので、これ

は統一して、手段と目的をちゃんとしたほうが良いと思います。 

それから、先ほどのエネルギー、脱炭素の問題と資源循環の両方が地域循環共生圏の２

つ目のキーワードだとしたときに、65 ページの施策の方向を見ると、どちらかというと

脱炭素の話になっていて、資源循環の話が施策の中にあまり載っていません。65 ページ

の「③再生可能エネルギーの普及促進」の中で、風力やバイオマスの地産の資源を活用し

てというところが資源循環のイメージを出していると思うので、③のタイトルに資源循

環というキーワードを入れると、もう少しわかりやすいのではないかと思います。再生可

能というキーワードは①の施策の方向で入っていますので、③には資源循環というキー
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ワードを強調したほうが、２つの柱だとわかりやすいと思います。 

会長 私も気になりましたので、28 ページと 64ページのタイトルの整合性を図っていただき

たいと思います。再生可能エネルギーだけではなく、資源循環の視点も入れたような形の

施策の方向にしていただければと思います。 

委員 掛川市の真摯な取り組みにより、コロナ後の社会の実態に合わせた実効性のあるすば

らしい計画を策定されて、皆様の取り組みには頭が下がります。ぜひ、実現に向けて取り

組んでいただけたらと思います。 

１つお伝えしたいことは、企業の社員教育、リスキリングとかリカレント教育、１-  

(２)でもリカレント教育という言葉が盛り込まれておりますし、４-(２)②にも「デジタ

ルを活用できる人材やの育成やデジタル人材の確保を促します。」というように盛り込ん

であり、とてもすばらしいと思います。おそらくこれから、若手の人材が不足していき、

中高年の就労も期間が長期化する中で、再教育、さらに長い時間働けるようなスキルは必

要不可欠になってきます。企業はそのことについて危機感を持っていますが、取り組み状

況はどうなのかというと、マスコミに登場するような先進的な企業などは様々な取り組

みをやっていますが、実際にリカレントやリスキリングなどでどのようなことをどうや

って学んでいけば良いかということを、企業も個人もまだ模索している段階だと思って

います。実際どのようなことをやっていくかということはこれからですが、今まで以上

に、働き続けることによる学び直しの重要性というのが、どんな人にも必要となってきま

す。すでにこの総合計画の各所に盛り込まれていますが、大学ももちろん、行政も参加し

て、地域と一緒になって、今いる若い人だけではなく、中高年を含めた人たちの能力のさ

らなる構築をどのように図っていくかということが重要であり、企業のニーズがあると

いうことを頭の隅に置いておいていただければと思います。 

会長 教育の再教育、もしくはリカレント教育につきましては、私も大学にいて、常にそのあ

たりをどのように地域と連携していくのかは問題関心の中にあります。今、国も岸田政権

になってリカレント教育をいかに進めていくのかという政策立案や法整備に進み始めて

おり、これからの大学と地域がどんな形で実現できるのかというところを具体的に考え

ていかなければならないステージに入ったと思っています。ぜひ、そのあたりもご検討い

ただければと思っております。 

委員 79 ページの４-(２)③ですが、前回の審議会の意見を反映していただいてありがとうご

ざいました。私は全国の産業振興に関わっている立場で、経産省や中小企業庁、今は田園

都市構想があり、そのことで議論することが多いのですが、国の施策の話をすると、大企

業も含めて全国の皆さんがコロナで苦労されていて、そのバリューチェーンの中で大企

業ですら苦労している中で、やはり日本の８～９割は中小企業ですから、掛川市内の中小

企業にどのようにデジタル化を含めて成長支援をしてくかということがすごく重要だと

思います。今後、この政策を推進していく上で、いかに丁寧に中小企業、農業も含めて、

ＩＴやＩｏＴ化、今ですとＤＸ化を推進していくのに、これは当然官民連携でお願いした

いと思います。商業ベースではなく、ＩＴ化や企業支援していくことは行政にしかできな

いこともあると思いますので、掛川市が将来成長発展していくために、丁寧に行政として

取り組んでいただきたいと思っています。 

市長  私も同じようなところを考えていたところがあります。中小企業の中で対応が必要な

のはデジタル化で、ＥＣ化というような通信販売などへの対応において、もちろん先んじ

てやっているところもありますが、なかなか腰が重く、サイトの構築などがおっくうだと

かで正直手が回っておらず、通信販売にすればすごく売れそうなものがあったり、市内に

も大手の旅行サイトに載っていない旅館等もあったりすると聞きます。 
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 それまでの行政のやり方というのは、このようなＩＴ化、ＥＣ化がありますといった支

援で、手を挙げてもらっていましたが、もう少しおせっかい度を上げて、こういう支援が

必要ではないですかといった姿勢が我々にも必要ではないかなと思っております。そこ

も含めて、検討していきます。 

委員 59 ページの「②認知症の共生と予防」という言葉ですが、認知症に関しては早期発見

がかなり重要だということがずっと言われてきたのですが、近年になり、早期発見だけで

はなかなか支えることが難しいという状況です。この「共生」という、認知機能が落ちて

も一緒に暮らしていく、認知症ある方がいて当たり前で一緒に暮らしていく、共生してい

くことが大事だと強く言われるようになり、予防より「共生」が先にあることが非常に良

い表現だと思いました。この②の「共生と予防」の「共生」を強調したところを鑑みると、

58 ページの現状と課題には「引き続き、介護予防及び認知症対策は重要であり、早期発

見が必要です。」と早期発見が前に出ており、誰かに早く見つけてもらって治療すれば良

いのではなく、その中に認知機能が落ちた方も一緒に暮らしていくということをここで

も強く出してけると非常に良いのではないかと思いました。表現の方法だけになります

が、特に高齢化が進んでいるということは課題で表現されていますが、掛川市においては

静岡県の中でも東部とか中部に比べて西部は急ピッチで高齢化が進んで高齢者が増える

と予想されています。高齢者が増えれば認知症の方も増えて、おそらく静岡県の中でも掛

川市は認知症と強く向き合っていくような環境に今後さらされるのではないかと思って

います。そういった意味で、この「共生」という言葉が前面に出ていくということが非常

にすばらしいと思いました。現状と課題のところで、皆さんが「自分ごと」として意識で

きるような言葉が使われるとより良いのではないかと感じました。 

委員 個別施策のところにＳＤＧｓのマークが入って、市民の方にもわかりやすくなってお

り、とても良いと思いました。 

行政ですと、計画策定自体が目標になってしまうので、改定案が絵に描いた餅になりが

ちです。せっかく充実した総合計画になりましたので、それを推進するためにも市民や関

係者の皆さんにこの計画の内容を理解し納得していただくことが必要だと思います。行

政が作る文章は長くてわかりにくいと敬遠されがちですので、市民や関係者の皆さんに

向けた説明会を開くなどした時には、どのような情報発信が有効なのかをぜひ検討して

いただきたいと思います。 

市長 行政が作る文章は、なかなか読みづらくて長くて回りくどいと言われています。行政同

士がやり取りするような場合ならそれでいいのですが、対市民にとってはマイナスだと

思いますし、職員への年頭のあいさつでそのような話をしたばかりです。 

おっしゃるとおり、総合計画は作るときにかなりの労力を使いますが、その後の周知に

ついては、市民にすごく関係のあることですが、その内容を理解している方はたぶん少な

く、関心を持ってくださる方も少ないと思い、そういった課題があります。そのため、概

要版を作ったり説明会を開催したりする中で、若い方、まちづくりミーティングでは高校

生がコーディネーターを務めてくれましたが、高校生にも総合計画を見てもらい、どのよ

うに理解するのか、彼らの言葉でどのように総合計画を表現してくれるのかというよう

なことも含めてやっていきたいと思っています。 

委員 感想になってしまいますが、一市民として総合計画審議会に参加させていただき、資料

を読み、非常に勉強になりました。この審議会で勉強したことに対して、今までよりも、

広報かけがわの読み方や、掛川市から送られてくるＬＩＮＥ情報の読み方がずいぶん変

わりました。どのように変わったかというと、この事業は個別施策のこれに関係あるのだ

なと個人として思うようになりました。一般市民がこの資料を全部読み込んでもらえれ
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ばとてもよい掛川市になると思いますが、なかなかそれは大変なことですので、掛川市か

ら送られてくるＬＩＮＥの情報、広報かけがわを隅から隅まで隈なく見る人はいないか

もしれませんが、ＬＩＮＥでしたらプラスに送られてくる情報をちょっとした空き時間

に見てみようかなと思うことがあると思います。私が掛川市のＬＩＮＥに登録したのは、

夏に行われた特産物などが当たるキャンペーンに参加した時で、そこで登録した人は多

いと思います。それがきっかけで登録したことで、掛川市がこんなことをやっているとい

うことがわかり、この分厚い総合計画を読まなくても何となく浸透していくのではない

かと思います。掛川市がいい市だと思う人が増えれば、人口の流出の歯止めにもなるので

はと思いますし、若い世代の転入もあるのではないかと思います。ＬＩＮＥのキャンペー

ンも第２弾、第３弾をやって、ＬＩＮＥだけでなくインスタグラムなどのＳＮＳを使って

いけば良いのではないかと思いますし、それが掛川市の柔軟な思考につながるのではな

いかとも思います。そして、そのキャンペーンの時の賞品は、ぜひ掛川産の農産物などを

使っていただけばいいと思います。 

市長 とてもうれしい感想をいただきましたのでコメントさせていただきます。 

掛川市のＬＩＮＥに登録している方は去年すごく増えて、今３万２千人ぐらい登録し

てくれています。掛川市人口は 11万人ですが、世帯数は４万５千世帯で、そういう意味

では世帯の誰かが掛川市のＬＩＮＥに登録してくれているというのはかなりの数に上る

のではないかと思っています。ＬＩＮＥ登録者がこれから増えるというのは少し微妙な

状況で、情報発信が多すぎるとも思われましたので、昨年から送信される情報を選べるよ

うにしています。子育て中の方は子育て関係の情報が欲しいというところにチェックを

入れると情報が来るという、選択的に情報が来るようにするセグメント発信も始めてい

ますので、より使い勝手が良いように引き続き情報発信に努めていきたいと思っていま

す。 

委員 市民に対しての総合計画の説明の話がありましたが、市の職員が総合計画を理解して

ことも必要だと思います。この計画に沿って、全職員が一丸となって取り組んでいかなく

てはならないと思いますので、内部での理解・促進が必要だと思います。また、職員の方

には役所の中だけを見るのではなく、外を見る習慣を身に着けてもらうような取り組み

が必要だと思います。市民を見たり企業を見たり、他の自治体を見たり国を見たり、どう

しても中だけ見がちになるので、ぜひ外を見る習慣を身に着けてほしいと思います。 

最後に、国はこれからデジタルの標準化やガバメントクラウドを進めますが、国が言っ

ていることに間違いがあるときは、ぜひ、自治体から国に意見や要望を出すような習慣を

身に着けてほしいと思います。これは、掛川市単独ではなくても、周辺広域自治体として

でも、県経由でも良いと思います。国は自治体の詳細をよくわかっていないので、自治体

から国に様々な情報を出すといった習慣を身につけてほしいと思います。 

会長 本日は、たくさんの委員の皆様から非常に多くの有益なご意見をいただいており、これ

につきましては事務局の方でご検討いただくということにさせていただきます。 

今後の修正につきましては、私に一任という形でご承認いただきたいと思いますがよ

ろしいでしょうか。 

委員 異議なし 

会長  ありがとうございます。 皆様にご承認いただきましたので、私と事務局に委ねていた

だいたということで進めさせていただきます。 

 また、審議会からの答申につきましては、本日のご意見を含めて答申案を作成し、事前

に委員の皆様にご確認いただいた上で完成版を作ってまいります。なお、１月 21 日に答

申がありますが、委員の皆様にお集まりいただくことはせず、当審議会の正副会長から久
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保田市長にお渡しします。 

 これまで８回の審議会の間、委員の皆様にはたくさんの有益なご意見を頂戴し、誠にあ

りがとうございました。そして本日も、委員同士、また私と事務局とのやりとりもとても

有益でした。そういったものの中から優れた総合計画ができてくるということを実感し

ました。 

 本市にとりましても、今後しばらくの間、この計画が最上位計画となります。先ほど委

員からもありましたように、私ども審議会と市、議会の皆様だけで作ったものではなく、

これはやはり市民の皆様のものであるということですので、ぜひ市民の皆様にうまく伝

わるような仕立てをしていただきたいと思っています。 

委員の皆様一人ひとりのお力添えによってここまでくることができ、皆様一人ひとり

に御礼申し上げます。本当にありがとうございました。皆様のおかげで、本当に優れた総

合計画の素案を作ることができたと考えております。 

 また、私たちのコメントに対して、前向きに真摯に取り組んでいただいた久保田市長を

はじめとする市の皆様、本当にありがとうございました。おかげさまで本当に良いメンバ

ーと市の皆様との間で非常に良いタッグが組めて、良いチームでこの総合計画が策定で

きたと思っています。今後は久保田市長に委ねることになりますが、何卒実行につなげて

いただけますようよろしくお願いいたします。 

 皆様本当にありがとうございました。 

市長 本日も長時間にわたり、たくさんのご意見をいただきありがとうございました。 

今回の審議会は第８回ということで、皆様と顔を合わせて行う審議会はこれで最後と

なります。昨年 11月から、日詰会長や委員の皆様におかれましては、大変お忙しい中、

毎回ご出席いただいて、資料を読み込んでいただき、様々な視点からご意見をいただき、

本当に皆様には感謝しかございません。 

このすばらしい総合計画を、実行の段階で、また、周知の段階でもっともっと多くの市

民の方に身近に感じていただけるように今後とも努力してまいりたいと思っています。 

本日はお集まりいただきありがとうございました。 

本年も皆様にとって良い年になりますように、また、一層のご活躍を祈念いたしまして

御礼のあいさつに代えさせていただきます。本当にありがとうございました。 

 


